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柳町小学校校舎等増設検討委員会

委員長藤田恵子様 柳町小学校教室等増設検討委員会

委員前嶋浩文

委員上原裕之

國町小学校教室増築の諸施設に関する要望書
？

日頃より、子どもたちの教育環境整備にご尽力を賜りまして感謝申し上げます。会議体3回目で具体的な建

築図面の提示がされるというご連絡を受け、直接的な教室数増加とそれに伴う付帯的な以下の諸施設の増加
に関しても図面に反映していただきたく要望いたします。

◆

①普通教室（6教室分増設（以下、6コマ分増冒 ※以下、1コマ分は8M×8Mとする。

来年度は12学級の普通教室が確保されていますが、児童数増加に伴い、各学年3クラス体制でも対応でき

る教室環境の整備が必要です｡また、有識者のご意見のように学年が一続きの教室配置になることが望まし

い。．

｡特別､ろ（3の移冒

コンピューター室、家庭科室、図工室は、現存校舎と増築校舎をつなぐ廊下を確保するため、現在の面積よ

りも狭くなりますbこの3室は、増築校舎に移設して他の学校と格差がないように整備されるべきです。

③特別支援学級（1コマ夕

現在、空き教室がないために1教室を半分に分割して使用していますが、本来は4コマ分必要です。必要面

積の計算において､特別支援学級の学級数は4と計算されている通り､増築を機に本来の4教室分(4コマ分）
を確保すべきですも

4）篭

現在、図書室は職員用会議室や少人数教室と兼用していますが、日中、諸会議が入ると、図書室では図書室

授業や少人数授業ができなくなります｡学校現場の意見にあるように、職員用会議室には1コマ分の増設が

必要と．なりますも

現在、全校10学級で、すでに講師の先生の机はありませんが、児童数の増加に伴い、18学級を想定する

と、8つの机や椅子が入ることになります｡柳剛､学校のｲﾝｸﾙー ｼプな教育を行う上で､職員室は重要
な意味合いをもち、最低0.5コマ分現状を拡張する必要があります。

⑥図書室の移設

職員室の拡張､教材庫の確保は、図書室スペースの転用が現実的だと考えます。図書室の移設が必須です。
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